介護老人保健施設の施設設備運営等に関するチェック表１
（介護老人保健施設の施設・設備）
	項目
	確認状況
	備考

	第２　施設及び設備に関する基準

 １　施設

 （１）次に掲げる施設を有しているか。
	いる・いない
	

	療養室、診察室、機能訓練室、談話室、食堂、浴室、レクリエーション・ルーム、洗面所、便所、サービス・ステーション、調理室、洗濯室又は洗濯場、汚物処理室、指定通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝのスペース
	
	

	 （２）機能訓練室、談話室、食堂及びレクリエーション・ルームを区画せず、一つのオープンスペースとすることは差し支えないが、入所者に対する介護保健施設サービスの提供に支障を来さないよう、全体の面積は各々の施設の基準面積を合算したもの以上となっているか。


	いる・いない
	

	 ２　施設の基準

 ［療養室］

 （１）１室の定員は、４人以下となっているか。
	いる・いない
	

	 （２）１人当たりの床面積は、８㎡以上となっているか。
	いる・いない
	

	（３）地階に設けていないか。
	いる・いない
	

	 （４）１以上の出入口は、避難上有効な空地、廊下又は広間に直接面して設けられているか。
	いる・いない
	

	 （５）寝台又はこれに代わる設備を備えているか。
	いる・いない
	

	 （６）入所者の身の回り品を保管することができる設備を備えているか。
	いる・いない
	

	 （７）ナース・コールが設置され、円滑に作動しているか。
	いる・いない
	

	 ［診察室］

 （１）医師が診察を行うのに適切なものとなっているか。
	いる・いない
	

	
	
	

	 ［機能訓練室］

 （１）床面積は入所定員１人当たり１㎡以上を有しているか。
	いる・いない
	

	 （２）必要な器械、器具を備えているか。
	いる・いない
	

	 ［談話室］

 （１）入所者同士や入所者とその家族が談話を楽しめる広さを有しているか。
	いる・いない
	

	 ［食堂］

 （１）床面積は入所定員１人当たり２㎡以上を有しているか。
	いる・いない
	

	 （平成４年９月30日以前に開設された施設にあっては、入所定員１人当たり１㎡以上とする。）

 　 
	
	

	［浴室］

 （１）身体の不自由な者が入浴するのに適したものとなっているか。
	いる・いない
	

	 （２）一般浴槽のほか、入浴に介助を必要とする者の入浴に適した特別浴槽を設けているか。
	いる・いない
	

	 （３）入浴に全面的な介助を必要とする者に必要な特別浴室は、その出入りに当たってストレッチャー等の移動に支障が生じないよう構造設備上配慮しているか。
	いる・いない
	

	 ［レクリエーション・ルーム］

 （１）レクリエーションを行うために十分な広さを有し、必要な設備を備えているか。
	いる・いない
	

	 ［洗面所］

 （１）療養室のある階ごとに設けられているか。
	いる・いない
	

	 ［便所］

 （１）療養室のある階ごとに設けられているか。
	いる・いない
	

	 （２）ナース・コール又はこれに代わる設備を設けるとともに、身体の不自由な者が使用するのに適したものとなっているか。
	いる・いない
	

	 （３）常夜灯が設けられているか。
	いる・いない
	

	 ［サービス・ステーション］

 （１）看護・介護職員が入所者のニーズに適切に応じられるよう、療養室のある階ごとに療養室に近接して設けているか。
	いる・いない
	

	 ［調理室］

 （１）食器・調理器具等の消毒設備、食器・食品等を清潔に保管する設備、並びに防虫及び防鼠の設備を設けているか。
	いる・いない
	

	 ［洗濯室又は洗濯場］

 （１）適切なものとなっているか。
	いる・いない
	

	 ［汚物処理室］

 （１）汚物処理室は、他の施設と区別された一定のスペースを有しているか。
	いる・いない
	

	［指定通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝのスペース］

 （１）指定通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝを行うのにふさわしい専用の部屋等であって、当該部屋等の面積と利用者用に確保している食堂等の面積の合計が、通所定員１人当たり３㎡以上を有しているか。

（２）指定通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝを行うために必要な専用の器械及び器具を備えているか。
	いる・いない

いる・いない
	

	 ［施設の専用］

介護老人保健施設と病院、診療所又は指定介護老人福祉施設等の社会福祉施設とが併設されている場合（同一敷地内にある場合、又は公道をはさんで隣接している場合）で、かつ、入所者の処遇に支障がない場合に限り、介護老人保健施設内の施設の一部を当該併設施設と共用することができるが、その場合次の事項を満たしているか。
	併設でない

・

併設である　→
	

	 （１）次の施設は共用は認められないものであること。

 　　①　療養室

 　　②　談話室

 　　③　サービス・ステーション

 　　④　洗面所

 　　⑤　便所
	共用あり

・

共用なし
	

	 （２）（１）に掲げる施設以外の施設は、介護老人保健施設と併設施設双方の基準を満たし、かつ、当該介護老人保健施設の余力及び当該施設における介護保健施設サービス等を提供するための当該施設の使用計画から見て両施設の入所者の処遇に支障がない場合に限り、共用しているか。
	いる・いない
	

	 ［その他の施設、設備］

 （１）焼却炉、浄化槽、その他の汚物処理設備及び便槽を設ける場合には、療養室、談話室、食堂、調理室、及び通所者ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝのためのスペースから相当の距離を隔てて設けているか。
	いる・いない
	

	 （２）床面積を定めない施設については、各々の施設の機能 を十分に発揮し得る適当な広さを確保するよう配慮しているか。


	いる・いない
	

	 （３）薬剤師が施設で調剤を行う場合には、薬剤師法の規定により調剤所で行われているか。
	調剤
あり・なし

↓

いる・いない
	

	［ユニット型］
（１）療養室の定員は、原則１人以下となっている
か。
	いる・いない
	

	（２）療養室１人当たりの床面積は、原則10.65㎡以上となっているか。
	いる・いない
	

	（３）共同生活室はいずれかのユニットに属するもので、当該ユニットの入居者が交流し、共同で日常生活を営むための場所としてふさわしい形状であるか
	いる・いない
	

	（４）共同生活室の床面積は原則２㎡に当該共同生活
室が属するユニットの入居定員に乗じて得た面積以上となっているか㎡以上を有しているか。
	いる・いない
	

	３　構造設備の基準

 建物のうち、療養室、談話室、食堂、ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝﾙｰﾑ 、便所等、入所者等が日常継続的に使用する施設（以下「療養室等」という。）を有するものについては、建築基準法第２条第９号の２に規定する耐火建築物となっているか。（療養室等を２階以上の階及び地階のいずれにも設けていない建物は、同条第９号の３に規定する準耐火建築物とすることができる。）
	いる・いない
	

	 ［屋内直通階段及びエレベーター］

（１） 療養室等が２階以上の階にある場合は、屋内の直通階段及びエレベーターをそれぞれ１以上設けているか。
	いる・いない
	

	 ［避難階段］

 （１）療養室等が３階以上の階にある場合は、避難に支障がないように、避難階段を２以上設けているか。（直通階段を避難階段としての構造とする場合は、その直通階段の数を避難階段の数に算入することができる。）
	いる・いない
	

	 ［階段］

（１） 階段には、手すり（原則として両側）を設けているか。
	いる・いない
	

	 ［廊下］

 （１）廊下の幅（内法によるものとし、手すりを含む。）は１.8ｍ以上となっているか。（中廊下の幅は、２.7ｍ以上となっているか。）
	いる・いない
	

	 （２）手すり（原則として両側）を設けているか。
	いる・いない
	

	 （３）常夜灯を設けているか。
	いる・いない
	

	 ［その他］

 （１）入所者等の身体の状態等に応じた介護保健施設サービスの提供を確保するため、車椅子、ギャッジベッド、ストレッチャー等を備えているか。
	いる・いない
	

	 （２）家庭的な雰囲気を確保するため、木製風のベッド、絵画、鉢植え等の配置や壁紙の工夫等に配慮するとともに、教養娯楽のための本棚、音響設備、理美容設備等の配置に努めているか。
	いる・いない
	

	 （３）車椅子等による移動に支障のないよう床の段差をなくすよう努めているか。また、施設内における転倒防止のための工夫を行っているか。
	いる・いない
	

	（４）所持金の管理能力がある入所者について、保管場所の確保等の配慮がなされているか。
	いる・いない
	

	 （５）入所者のための売店の設置、訪問販売の活用等についての配慮がなされているか。
	いる・いない
	

	［消火等設備］

 （１）消防法第17条の規定に基づく消防用設備等及び風水害、地震等の災害に際して必要な設備を設けているか。
	いる・いない
	

	（２）防災計画等を作成するとともに、見える場所に
設置しているか
	いる・いない


	

	（３）浸水想定区域及び土砂災害警戒区域内の施設において、洪水時等における避難等に関する計画を作成し、訓練を実施しているか。 
	いる・いない

	

	［認知症専門等］

 （１）特に問題行動の著しい認知症である老人（「認知症である老人の日常生活自立度判定基準」の活用について（平成 5年10月26日付老健第135 号通知）の自立度判定基準によるランクⅢ、Ⅳ、Ｍに該当し、認知症専門棟における処遇が適当であると医者が認めた者）と、他の利用者とを区別しているか。
	専門棟

あり　なし

↓

いる・いない
	

	 （２）他の利用者と区別して、特に問題行動の著しい認知症である老人に対するサービスを行うために適当な次に掲げる基準に適合する設備を有しているか。
	いる・いない
	

	ア　専ら特に問題行動の著しい認知症である老人を入所させるための施設であって、原則として、同一の建物又は階において、他の介護老人保健施設入所者（指定短期療養介護利用者を含む。）を入所させていないか。
	いない・いる
	

	イ　対象定員の一割以上の個室があるか。
	ある・ない
	

	ウ　対象定員１人当たり２㎡以上の入所者デイルームがあるか。
	ある・ない
	

	エ　家族介護教室（３０㎡以上）があるか。
	ある・ない
	


